
市税
559億258万4千円

（42.0％）

国庫・都支出金
399億9806万9千円

（30.1％）

市債
50億6030万円（3.8%)

その他
222億
7181万円

（16．7％）

入
歳

０
３
３
１

億

０
０
０
９

円
万

出
歳

令和８年度各会計別予算額
区　　分 令和８年度 令和７年度 伸び率（％）

一　般　会　計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
公 共 用 地

計
合　　計

公営企業
会　　計

競 走 事 業
下水道事業

合　　計

全会計の合計

令和８年度一般会計予算款
かん

（科目）別内訳

　  繰入金
98億5723万
7千円（7.4％）

　
　
　
実
態
調
査

の
結
果
か
ら
、
家

事
や
介
護
等
で
重

い
負
担
を
背
負
っ

て
い
る
当
事
者
が

い
る
こ
と
は
把
握
で
き
た
も
の
の
、

直
接
の
相
談
に
は
つ
な
が
り
に
く

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
の
課

題
を
解
消
す
る
に
は
一
般
社
団
法

人
ケ
ア
ラ
ー
ワ
ー
ク
ス
等
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
信
頼

を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
教
育
委
員
会
と
協
力
し
、
令

和
８
年
２
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
連
絡

帳
を
用
い
た
啓
発
を
開
始
し
た
。

　
今
後
も
、
学
校
へ
の
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
や
居
場
所
事
業
等
の
継
続
を

通
じ
て
、
当
事
者
か
ら
の
助
け
を

求
め
る
声
を
受
け
止
め
ら
れ
る
施

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

樹
木
医
等
に
よ
る
巡
回
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
事
業
は

６
年
度
か
ら
75
歳
を
対
象
に
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
で

　
　
　
令
和
８
年
度
の
心
疾
患
予

防
啓
発
事
業
で
は
、
従
来
の
75
歳

に
加
え
、
65
歳
も
受
診
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
対
象
を
拡
大
し

た
経
緯
を
聞
き
た
い
。

委
員

　
　
　
指
定
疾
病
者
福
祉
手
当
、

い
わ
ゆ
る
難
病
者
手
当
に
つ
い
て

増
額
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

委
員

　
　
　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
ク

ラ
ブ
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
現
在

の
状
況
を
聞
き
た
い
。ま
た
、
完

全
な
地
域
展
開
の
予
定
は
。

委
員

　
　
　
馬
場
大
門

の
ケ
ヤ
キ
並
木
は
、

令
和
６
年
で
国
の

天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
か
ら
１

０
０
周
年
を
迎
え
、

同
年
12
月

に
は
「
市

け
や
き
並

木
を
守
り
育
て
る
条
例
」

も
施
行
さ
れ
て
い
る
。け

や
き
並
木
は
、
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
等
が
行
わ
れ
る
に
ぎ
わ

い
の
空
間
で
あ
り
、
緑
の

中
核
的
な
拠
点
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
８
年
度
の
並

木
の
保
護
の
取
組
を
聞
き

た
い
。

委
員

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
事
業

に
つ
い
て
今
後
の

展
望
は
。

委
員

健
康
推
進
課
長
補
佐

子
ど
も
家
庭
支
援

課
長

　
　
　
　
　
　
　
令
和
８
年
度
に

お
い
て
も
、
ま
ず
は
地
域
連
携
と

し
て
学
校
に
部
活
動
指
導
員
等
を

地
域
ク
ラ
ブ
の
現
状
等
を
整
理
し
、

そ
の
関
係
団
体
と
も
意
見
交
換
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
完
全
な
地
域
展
開
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
見
通
し
が
持
て
て
い
な
い

が
、
国
や
都
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

も
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、

内
容
に
注
視
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
検
討
し
て
い
く
。

指
導
室
長
補
佐

　
　
　
令
和
８
年
度
の
不
登
校
対
策
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

委
員

　
　
　
　
　
不
登
校
の
状
況
を
市
独
自

の
12
段
階
指
標
を
活
用
し
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
支
援
や
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
進
路
な
ど
を
共
有

不
登
校
経
験
の
あ
る
市
立
小
・
中
学
校

の
卒
業
生
や
そ
の
保
護
者
に
よ
る
、
講

演
会
や
意
見
交
換
会
を
行
い
、
保
護
者

支
援
の
充
実
を
図
る
。
更
に
、
中
学
一

年
生
の
ふ
れ
あ
い
自
然
教
室
を
公
費
負

担
と
す
る
新
た
な
取
組
の
実
施
な
ど
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
多
様
で
重
層
的

な
支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
り
不
登
校

児
童
・
生
徒
の
減
少
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

教
育
部
長

　
　
　
防
災
・
減
災
に
関
す
る
取
組

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

委
員

　
　
　
　
　
　
総
合
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
を
取
り
入
れ

て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
代

を
対
象
に
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
で
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、市
災
害
時
受

援
応
援
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た

め
、
災
害
時
に
優
先
度
の
高
い
18
業
務

に
つ
い
て
、
市
職
員
や
関
係
機
関
の
詳

細
な
役
割
分
担
と
人
員
配
置
な
ど
に
関

す
る
具
体
的
な
要
領
を
定
め
た
災
害
対

応
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、

今
後
、
実
践
的
な
訓
練
を
通
じ
て
、
災

害
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
監

　
　
　
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
を
将
来

に
わ
た
り
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
の

戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

委
員

　
　
　
　
　
　
　
自
主
財
源
の
７
割
以

上
を
占
め
る
市
税
の
安
定
的
な
確
保
に

当
た
っ
て
は
、
収
納
率
の
向
上
や
債
権

管
理
の
一
元
化
に
よ
る
収
入
未
済
の
縮

減
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
の
安
定
確
保
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
社
会
経
済
情
勢

や
人
口
構
造
の
変
化
を
見
据
え
、
市
税

に
過
度
に
依
存
し
な
い
歳
入
構
造
と
す

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
税
外
収
入
に
つ
い
て

も
他
自
治
体
の
取
組
状
況
や
効
果
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
、
安
定
的
な
確

保
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

政
策
経
営
部
長

　
　
　
令
和
８
年
度
予
算
の
特
徴
と
期

待
す
る
効
果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

委
員

　
　
　
　
　
　
　
庁
舎
新
築
事
業
等
の

投
資
的
経
費
を
予
算
化
す
る
な
ど
、
幅

広
い
行
政
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
第

７
次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
初
年
度
と
し
て
、
現
在
と
将
来
の
バ

ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
予
算
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
防
犯
機
器
の
購
入
費
用
助

成
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
、
即
効
性

が
期
待
さ
れ
る
施
策
と
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
中
長
期
的
な
視
点
で
の
施
策
を

組
み
合
わ
せ
た
予
算
措
置
を
行
っ
て
お

り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
、
持
続
的
な
発
展
と
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

政
策
経
営
部
長

　
　
　
分
倍
河
原
駅
南
側
広
場
整
備
に

関
す
る
市
の
考
え
は
。

委
員

南
北
自
由
通
路
の
再
整
備
に
合
わ
せ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
の

安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保
し
て
い

ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
推
進
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
手
当
は
、

都
が
発
行
す
る
医
療
券
ま
た
は
特

定
医
療
費
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
都
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
者
に
支
給
し
て
い
る
。

障
害
者
福
祉
課
長

ふ
る
さ
と
文
化
財
課
長
補

佐

は
対
象
者
の
４
割
か
ら
５
割
程
度

が
受
診
し
、
そ
の
う
ち
３
割
程
度

の
方
に
心
不
全
の
リ
ス
ク
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
結
果
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
府
中
市

医
師
会
と
協
議
を
す
る
中
で
、
リ

ス
ク
の
あ
る
方
を
よ
り
早
い
段
階

で
治
療
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、

市
民
の
生
命
、
健
康
を
守
り
、
医

療
資
源
の
ひ
っ
迫
を
防
ぐ
こ
と
に

な
る
と
期
待
さ
れ
る
た
め
、
65
歳

を
対
象
に
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

視
や
土
壌
改
良
な
ど
の
保
護
対
策

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的

な
保
護
管
理
を
行
う
た
め
、
具
体

的
な
内
容
や
手
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
体
制
等
を
検
討
し
、
実
施
計

画
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

年
８
月
か
ら
指
定
疾
病
数
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
制
度

を
持
続
す
る
た
め
に
８
５
０
０
円

か
ら
５
５
０
０
円
に
減
額
し
た
。

今
後
、
医
療
や
検
査
技
術
の
発
展

に
よ
り
対
象
者
の
拡
大
が
想
定
さ

れ
る
面
も
あ
る
た
め
、
現
時
点
で

増
額
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
が
、

他
自
治
体
と
比
較
し
て
手
当
が
低

額
で
あ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
た
め
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

く
。
ま
た
、
自
転
車
に
つ
い
て
は
、駐

輪
場
の
配
置
を
見
直
す
こ
と
で
、
歩
行

者
の
動
線
と
の
混
在
を
解
消
す
る
と
と

も
に
、
自
動
車
に
つ
い
て
も
、
既
存
の

乗
降
場
に
加
え
一
般
車
用
及
び
障
が
い

者
用
の
乗
降
場
を
整
備
す
る
な
ど
、
利

便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

機
能
的
な
駅
前
広
場
と
な
る
よ
う
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1330億9000万円  　　 1219億1000万円  　　 9.2

244億9135万7千円　 4718万6千円　235億 4.0
75億9457万9千円  　　 3978万円　69億 9.4

199億7716万3千円　 9620万9千円　198億 0.4
4364万9千円  　　22億 8982万円　14億 50.6

543億  674万8千円　 7299万5千円　518億 4.7
1873億9674万8千円　 1737億8299万5千円　 7.8

960億9641万1千円　 8740万2千円　869億 10.5
5635万3千円　76億 2969万8千円　64億 19.1
5276万4千円  1037億 1710万円　934億 11.1

4951万2千円  2911億 2672億 9万5千円　 9.0
土木費

85億8166万3千円（6.5％）

総務費
220億8385万3千円

（16.6％）　　　　　

衛生費
92億2161万
3千円（6．9％）

公債費
41億5870万8千円（3.1%)

　　　教育費
187億7113万

9千円（14.1％）
その他

53億3336万
4千円（4.0％）

民生費
649億3966万円

（48.8％）

平
成
27

配
置
す
る
取
組
を
進
め
る
。
ま
た
、

で
き
る
懇
談
会
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

馬場大門のケヤキ並木の保護
令和８年度の取組は

ヤングケアラー支援事業
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開

現
在
の
状
況
は

今 後 の 展 望 は

　
心
疾
患
予
防
啓
発
事
業

　
　 
受
診
対
象
を
拡
大
し
た
理
由
は

指
定
疾
病
者
福
祉
手
当

    

増
額
の
検
討
は
で
き
な
い
か

総　　括

▲けやき並木の保護に努めます

不
　
登
　
校
　
対
　
策

防
災
・
減
災
へ
の
取
組

市
税
の
安
定
的
確
保

予
　
算
　
の
　
特
　
徴

分
倍
河
原
駅
周
辺
整
備

3 ３２９号　令和８年（２０２６年）４月２９日発行予算特別委員会


